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日
本
醤
油
協
会
は
11
月
16
日
㈭
に
理
事
会
を
開
催
し
、
冒
頭

挨
拶
で
堀
切
会
長
は
「
秋
を
通
り
越
し
あ
っ
と
い
う
間
に
冬
が

来
る
と
い
う
感
染
症
に
気
を
付
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
今
日
こ

の
頃
で
あ
る
が
、
醤
油

業
界
で
は
価
格
改
定
が

あ
っ
た
こ
と
で
金
額

ベ
ー
ス
で
は
ほ
ぼ
前
年

並
み
を
維
持
し
た
も
の

の
、
数
量
ベ
ー
ス
で
は

前
年
に
比
べ
3
〜
4
％

減
と
い
っ
た
状
況
に
あ

り
、
新
し
い
価
格
体
系

の
中
で
付
加
価
値
を
高

め
て
業
界
全
体
と
し
て

数
量
増
を
図
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
る
。
コ
ス
ト
に
つ

い
て
は
、
原
材
料
は
落

ち
着
い
て
き
て
い
る
が

そ
の
他
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

コ
ス
ト
、
2
0
2
4
年

問
題
と
さ
れ
る
物
流
コ
ス
ト
、
そ
し
て
実
質
賃
金
の
増
加
を
消

費
に
つ
な
げ
る
と
い
う
意
味
で
は
人
件
費
ア
ッ
プ
と
い
う
コ
ス

ト
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
食
品
業
界
全
体
で
も
コ
ス
ト

ア
ッ
プ
が
襲
っ
て
く
る
と
い
う
環
境
の
中
で
そ
れ
を
い
か
に
価

格
に
転
嫁
で
き
る
か
、
や
は
り
適
正
な
価
格
転
嫁
が
な
い
限
り

正
常
な
事
業
運
営
は
で
き
な
い
と
思
う
の
で
、
業
界
を
挙
げ
て

新
し
い
価
格
改
定
の
ス
テ
ー
ジ
を
維
持
し
て
い
か
な
く
て
は
な

ら
な
い
。」
と
述
べ
た
。

続
い
て
協
議
事
項
と
し
て
、
来
年
1
月
か
ら
適
用
と
な
る
電

子
帳
簿
保
存
法
に
基
づ
く
電
子
取
引
の
取
引
情
報
に
係
る
電
磁

的
記
録
の
保
存
義
務
を
履
行
す
る
た
め
の
「
電
子
取
引
デ
ー
タ

の
訂
正
及
び
削
除
の
防
止
に
関
す
る
事
務
処
理
規
程
（
案
）
」

に
つ
い
て
議
案
審
議
が
あ
り
、
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
事
務
局
か
ら
①
市
場
関
係
、
②
原
料
・
輸
出
関
係
、

③
表
示
関
係
、
④
企
画
・
認
証
関
係
、
⑤
醤
油
Ｐ
Ｒ
事
業
関
係

に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
報
告
が
あ
り
、
最
後
に
、
令
和
5
年
秋
の

叙
勲
に
お
い
て
旭
日
双
光
章
を
受
章
さ
れ
た
山
梨
県
味
噌
醤
油

工
業
協
同
組
合
の
武
田
信
彦
理
事
長
に
対
し
業
界
の
総
意
を

も
っ
て
祝
意
を
表
し
、
閉
会
し
た
。

全
国
醤
油
工
業
協
同
組
合
連
合
会
は
同
月
15
日
㈬
に
理
事
会

及
び
臨
時
総
会
を
開
催
し
、理
事
会
で
は
日
醤
協
と
同
様
に「
電

子
取
引
デ
ー
タ
の
訂
正
及
び
削
除
の
防
止
に
関
す
る
事
務
処
理

規
程
（
案
）
」
の
議
案
審
議
が
、
ま
た
、
臨
時
総
会
提
出
議
案

に
つ
い
て
議
案
審
議
が
あ
り
い
ず
れ
も
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ

閉
会
し
た
。

続
い
て
開
催
さ
れ
た
臨
時
総
会
で
は
、
冒
頭
挨
拶
で
正
田
会

長
は
「
三
林
会
長
か
ら
バ
ト
ン
を
受
け
大
き
な
組
織
の
ト
ッ
プ

に
な
っ
た
が
、
私
の
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
は
環
境
の
変
化
に
柔
軟

に
対
応
し
よ
う
、
恐
竜
に
な
ら
な
い
よ
う
に
ゴ
キ
ブ
リ
で
も
い

い
か
ら
生
き
残
っ
て
い
こ
う
と
い
う
の
が
信
条
で
あ
り
、
こ
の

ス
タ
イ
ル
で
全
醤
工
連
の
舵
を
取
っ
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い

る
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。」
と
述
べ
た
。

続
い
て
来
賓
と
し
て
農
水
省
渡
邉
食
品
製
造
課
長
か
ら
「
醤

油
を
め
ぐ
る
課
題
は
様
々
あ
る
が
、
先
月
、
皆
様
方
が
輸
出
の

品
目
団
体
に
認
定
さ
れ
た
こ
と
に
つ
き
心
か
ら
お
喜
び
を
申
し

上
げ
る
。
今
年
は
和
食
が
ユ
ネ
ス
コ
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
て

10
年
と
い
う
節
目
の
年
で
あ
り
、
そ
の
中
で
和
食
に
欠
か
す
こ

と
の
で
き
な
い
し
ょ
う
ゆ
が
こ
う
し
た
流
れ
の
中
で
品
目
団
体

の
認
定
に
至
っ
た
こ
と
は
極
め
て
重
要
で
皆
様
方
の
さ
ら
な
る

意
欲
の
向
上
に
繋
が
る
と
思
っ
て
い
る
。
品
目
団
体
は
認
定
そ

の
も
の
が
目
的
で
は
な
く
、
こ
の
こ
と
を
通
じ
て
皆
様
方
の
取

組
の
向
上
、
そ
し
て
皆
様
方
に
利
益
が
戻
っ
て
く
る
こ
と
が
重

要
。
今
後
、
品
目
団
体
と
し
て
益
々
重
要
と
な
っ
て
く
る
の
は
、

多
く
の
事
業
者
が
裨
益
す
る
取
組
、
こ
れ
こ
そ
ま
さ
に
協
調
領

域
の
典
型
で
あ
り
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
方
々
に
参
加
を
い
た

だ
き
協
調
領
域
を
見
出
し
て
更
な
る
取
組
に
つ
な
げ
て
い
く
こ

と
が
重
要
と
考
え
る
の
で
そ
う
し
た
点
で
も
期
待
申
し
上
げ
た

い
。
ま
た
、
今
月
政
府
は
総
合
経
済
対
策
を
閣
議
決
定
し
、
そ

の
た
め
の
補
正
予
算
案
も
閣
議
決
定
さ
れ
、
今
後
国
会
審
議
を

い
た
だ
き
可
決
成
立
と
な
れ
ば
当
省
と
し
て
も
迅
速
に
執
行
し

て
い
く
こ
と
と
な
る
。
そ
の
中
に
は
品
目
団
体
向
け
予
算
も
あ

り
、
輸
出
加
工
食
品
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
、
原
材
料
価
格
が
高
騰

す
る
中
で
の
国
産
へ
切
替
え
の
た
め
の
事
業
な
ど
も
補
正
予
算

案
に
含
ま
れ
て
い
る
の
で
積
極
的
な
活
用
を
お
願
い
し
た
い
。

ま
た
、
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
の
見
直
し
作
業
が
進
ん
で

い
る
中
、
我
々
の
部
と
し
て
食
品
産
業
の
持
続
的
発
展
が
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
の
施
策
を
整
理
し
て
い
く

た
め
8
月
末
に
検
討
会
を
立
ち
上
げ
た
。
課
題
が
様
々
あ
る
中

で
、
食
料
安
全
保
障
、
人
口
減
少
、
環
境
等
へ
の
配
備
と
い
う

3
点
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
検
討
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
。
今
後
、
特
に
原
材
料
の
安
定
調
達
の
面
に
関
し
て

は
更
な
る
取
組
を
早
急
に
や
っ
て
い
く
考
え
で
あ
り
今
後
も
情

報
提
供
を
し
て
い
き
た
い
。
今
後
も
皆
様
方
の
声
を
聴
き
な
が

ら
進
め
て
参
り
た
い
の
で
、
引
き
続
き
の
ご
理
解
ご
協
力
を
賜

れ
ば
幸
い
。」
と
挨
拶
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
協
議
事
項
と
し
て
、
全
醤
工
連
が
行
う
輸
出
拡
大

推
進
の
た
め
の
運
営
資
金
等
に
関
す
る
事
項
を
定
め
る
「
全
醤

工
連
輸
出
拡
大
推
進
の
た
め
の
会
費
等
規
程
（
案
）
」
に
つ
い

て
議
案
審
議
が
あ
り
、
規
程
案
の
一
部
に
分
か
り
に
く
い
表
現

が
あ
る
と
の
指
摘
を
受
け
、
一
部
修
正
し
た
内
容
で
再
度
議
場

に
諮
り
、
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
日
醤
協
と
同
様
に
事
務
局
か
ら
の
報
告
事
項
、
武

田
信
彦
氏
叙
勲
受
章
に
対
す
る
祝
意
表
明
と
記
念
品
の
贈
呈
が

行
わ
れ
閉
会
し
た
。

「「
第第
8877
回回
醤醤
油油
ＰＰ
ＲＲ

運運
営営
委委
員員
会会
」」開開
催催
！！

11
月
8
日
㈬
、
醤
油
会
館
に
お
い
て
、
第
87
回
醤
油
Ｐ
Ｒ
運

営
委
員
会
を
開
催
。
討
議
内
容
は
以
下
の
通
り
。

（
1
）「
し
ょ
う
ゆ
食
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ
い
て

出
前
授
業
は
、9
月
ま
で
に
92
校
実
施
。10
〜
3
月
に
2
8
0

校
申
し
込
み
が
あ
る
た
め
、
計
3
7
2
校
実
施
予
定
（
前
年
実

施
2
9
0
校
）。

オ
ン
ラ
イ
ン
出
前
授
業
の
授
業
台
本（
シ
ナ
リ
オ
）作
成
中
。

（
2
）「
し
ょ
う
ゆ
大
使
＆
し
ょ
う
ゆ
応
援
隊
」
に
つ
い
て

安
住
紳
一
郎
し
ょ
う
ゆ
大
使
と
宇
賀
神
メ
グ
Ｔ
Ｂ
Ｓ
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
が
「
醤
油
の
日
の
集
い
」
に
司
会
と
し
て
参
加
。

10
月
22
日
㈰
Ｔ
Ｂ
Ｓ
ラ
ジ
オ
「
安
住
紳
一
郎
の
日
曜
天
国
」

で
、
品
評
会
大
臣
賞
し
ょ
う
ゆ
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
絡
め
て
し
ょ
う

ゆ
の
話
題
を
10
分
以
上
取
り
上
げ
て
い
た
だ
い
た
。

品
評
会
上
位
入
賞
50
品
か
ら
し
ょ
う
ゆ
応
援
隊
（
消
費
者
）

が
審
査
し
て
優
れ
た
し
ょ
う
ゆ
を
選
ぶ「
し
ょ
う
ゆ
応
援
隊
賞
」

を
実
施
し
、「
集
い
」で
結
果
発
表
と
表
彰
を
行
っ
た
。「
集
い
」

し
ょ
う
ゆ
応
援
隊
1
0
0
名
様
招
待
で
97
名
が
出
席
。
そ
の
後

Ｘ
（
旧
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
）
に
多
数
投
稿
あ
り
。

Ｘ
（
旧
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
）
フ
ォ
ロ
ワ
ー
は
、
現
在
約
6
万

2
0
0
0
名
（
昨
年
同
期
5
万
8
2
0
0
名
）。

（
3
）「
醤
油
文
化
賞
」「
醤
油
地
域
貢
献
賞
」
に
つ
い
て

「
令
和
5
年
度
醤
油
文
化
賞
」
は
、
該
当
者
な
し
。

「
令
和
5
年
度
醤
油
地
域
貢
献
賞
」
は
、
富
田
茂
夫
氏
（
元

愛
知
県
味
噌
溜
醤
油
工
業
協
同
組
合
専
務
理
事
）
に
贈
呈
。

（
4
）「
醤
油
の
日
の
集
い
」
に
つ
い
て

安
住
紳
一
郎
し
ょ
う
ゆ
大
使
を
総
合
司
会
と
し
て
、
2
8
0

名
が
出
席
。

1
部
・
式
典
は
、
品
評
会
、
醤
油
地
域
貢
献
賞
の
発
表
と
表

彰
。品
評
会
大
臣
賞
受
賞
5
社
紹
介
の
ビ
デ
オ
が
好
評
だ
っ
た
。

2
部
・
記
念
講
演
は
、
日
本
ソ
ル
ト
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
協

会
の
青
山
志
穂
氏
に
よ
り
、
「
知
ら
な
い
と
損
す
る
塩
の
話
」

と
題
し
た
1
時
間
の
講
演
を
行
っ
た
。

3
部
・
懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー
は
、
4
年
ぶ
り
に
立
食
形
式
で
開

催
。
目
立
っ
た
混
雑
も
な
く
、
程
良
い
出
席
者
数
だ
っ
た
。
初

の
試
み
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
「
木
遣
り
」
を
出
席
者
に

お
聞
き
い
た
だ
き
好
評
だ
っ
た
。

次
回
も
安
住
紳
一
郎
し
ょ
う
ゆ
大
使
の
出
席
を
強
く
要
請

し
、
消
費
者
招
待
は
継
続
す
る
。
懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー
時
の
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
も
継
続
し
て
行
う
。

（
5
）
報
告
事
項
そ
の
他

「
ふ
る
さ
と
の
し
ょ
う
ゆ
1
3
3
5
名
様
プ
レ
ゼ
ン
ト
！
」

は
、
10
月
31
日
に
応
募
締
切
り
、
2
万
9
5
6
6
通
の
応
募
が

あ
っ
た
。（
昨
年
応
募
は
、
3
万
8
2
2
5
通
）

5
社
の
た
ま
ご
か
け
ご
は
ん
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
レ
シ
ピ
を
読
売

新
聞
紙
上
で
提
案
し
、
読
者
投
票
し
て
も
ら
い
、
抽
選
で
各
社

50
名
様
に
し
ょ
う
ゆ
と
た
ま
ご
を
セ
ッ
ト
に
し
て
プ
レ
ゼ
ン
ト

す
る
「
究
極
の
た
ま
ご
か
け
ご
は
ん
企
画
」
を
実
施
し
、
合
計

1
万
3
5
0
4
名
の
応
募
が
あ
っ
た
。

（
6
）
2
0
2
4
（
令
和
6
）
年
度
以
降
の
Ｐ
Ｒ
企
画
に
つ
い

て
2
0
2
4
（
令
和
6
）
年
度
以
降
も
、
「
し
ょ
う
ゆ
の
価
値

向
上
と
事
業
者
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
」
を
テ
ー
マ
と
し

て
、
Ｐ
Ｒ
事
業
を
継
続
す
る
。
食
育
事
業
の
展
開
、
「
10
月
1

日
は
醤
油
の
日
」
の
認
知
度
ア
ッ
プ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
中
心
と
し
た

情
報
発
信
力
の
強
化
、
を
Ｐ
Ｒ
活
動
の
3
本
柱
と
す
る
。

今
年
実
施
の
し
ょ
う
ゆ
応
援
隊
に
よ
る
品
評
会
入
賞
品
審
査

会
が
好
評
の
た
め
、
継
続
し
て
企
画
を
検
討
す
る
。（
仮
称「
醤

油
検
定
及
び
醤
油
伝
道
師
」）

し
ょ
う
ゆ
応
援
隊
の
会
員
№
を
作
る
こ
と
を
検
討
。

「
集
い
」
開
催
日
は
、
安
住
大
使
の
出
席
可
能
日
を
優
先
し

て
決
定
す
る
（
9
月
27
日
㈮
ま
た
は
10
月
1
日
㈫
）
。
み
り
ん

協
会
と
の
コ
ラ
ボ
企
画
を
検
討
す
る
。

「
10
月
1
日
は
醤
油
の
日
」
の
認
知
拡
大
の
た
め
、
各
地
各

社
で
の
イ
ベ
ン
ト
や
Ｐ
Ｒ
活
動
を
推
奨
、バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
。

日日
醤醤
協協
・・
全全
醤醤
工工
連連

理理
事事
会会
及及
びび
臨臨
時時
総総
会会
をを
開開
催催

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

本
年
秋
の
勲
章
・
褒
章
受
章
に
際
し
、
醤
油
業
界
に
於
い
て
は
全
醤
工
連
の
武
田
信
彦

理
事
が
晴
れ
て
受
章
の
栄
に
輝
か
れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
業
界
の
総
意
を
も
っ
て
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

旭
日
双
光
章

全
国
醤
油
工
業
協
同
組
合
連
合
会

理
事

山
梨
県
味
噌
醤
油
工
業
協
同
組
合

理
事
長

株
式
会
社
テ
ン
ヨ
武
田

代
表
取
締
役
社
長

武
田

信
彦
様

是非この機会に、
表示指導員にラベ
ルを提出し、これ
ら改正に対応でき
ているか確認して
もらうようお願い
いたします！

来
年
2
0
2
4
年
3
月
で
、
一
連
の
表
示
制
度
の
改
正
（
①
栄
養
成
分
表

示
の
義
務
化
、
②
原
材
料
に
お
け
る
食
品
添
加
物
の
区
分
け
、
③
製
造
所

の
記
載
、
④
原
料
原
産
地
表
示
の
義
務
化
、
⑤「
遺
伝
子
組
換
え
で
な
い
」

表
示
の
厳
格
化
、
⑥
食
品
添
加
物
不
使
用
表
示
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ

た
見
直
し
）
が
終
了
し
ま
す
！

ラ
ベ
ル
登
録
の
お
願
い

発行所 日本醤油協会
発行者 般若 攝也
編集者 山中 誠

―――――――――

〒103―0016
東京都中央区日本橋

小網町3―11
ＴＥＬ 03―3666―3286
ＦＡＸ 03―3667―2216
ＵＲＬ
https://www.soysauce.or.jp/

「醤油の日」のロゴマークを各
種印刷物にご活用いただき「醤
油の日」をＰＲして下さい！

第459号（1） 令和5年12月
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令令
和和
66
年年
度度
のの

再再
商商
品品
化化
委委
託託
申申
込込
みみ

『『容容リリ法法』』

1122
／／
66
かか
らら

受受
付付
開開
始始
！！

『
醤
油
の
研
究
と
技
術
』

第
50
巻
記
念
購
読
料

半
額
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
中
！

日
本
醤
油
技
術
セ
ン
タ
ー
で
は
雑
誌
「
醤
油
の
研
究
と

技
術
」
を
季
刊
年
4
回
発
行
し
て
い
ま
す
。
日
本
（
世
界
）

で
唯
一
の
し
ょ
う
ゆ
専
門
の
技
術
雑
誌
で
あ
り
、
業
界
の

皆
さ
ま
に
し
ょ
う
ゆ
に
関
す
る
技
術
的
な
解
説
や
情
報
を

提
供
し
て
い
ま
す
。
ま
た
最
近
で
は
、
各
地
の
名
所
と
料

理
を
紹
介
す
る
「
旅
す
る
醤
油
コ
ン
プ
ラ
瓶
」
の
連
載
な

ど
、
よ
り
親
し
み
や
す
い
よ
う
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
従

来
の
冊
子
に
加
え
て
Ｗ
ｅ
ｂ
版
の
充

実
を
図
り
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
か
ら
容
易
に
閲
覧
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

次
号
の
発
行
を
も
っ
て
第
50
巻
を

迎
え
る
こ
と
を
記
念
し
て
、
新
規
申

し
込
み
に
限
り
購
読
料
半
額
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
中
で
す
。
是
非
こ
の
機
会
に

定
期
購
読
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
雑
誌
編
集
担

当
ま
で
。

TEL.03―3666―4521 https://www.shoyu.or.jp

『発酵バレーNAGANO』
キックオフイベントに参画・出展
長野県発酵食品産業加盟団体と企業（み

そ・日本酒・ワイン・醤油・漬物・納豆・
チーズ・酢）8団体が連携して「発酵長寿
県、長野」の認知拡大とこれまで以上に訪
日外国人観光客の目的地となることを目指
し、「いい日本食の日」の11月24日と25日
の二日間「発酵バレー NAGANO」キック
オフイベントが長野市のホテルを会場にし
て開催されました。
初日は発起人代表の長野県味噌工連の青

木理事長、関長野県副知事の挨拶に続き、
内閣審議官、西経子氏から「発酵バレー
NAGANOへの期待」と題して基調講演が
行われ、それを受けて「発酵長寿県 NAG
ANO のために産学官連携で何ができる
か」をテーマに産学官の代表者6人による
パネルディスカッションが行われました。
二日目は「めた（※）すごい長野発酵食」

をテーマに、参加団体の展示即売会、みそ
作り、チーズボール作り、醤油の味見等の
体験会が開催され，「醤油の秘密と味比べ」
と題し、しょうゆもの知り博士の私が醤油

について語り、五種類の醤油の味見体験を
していただきました。初めて醤油の味見を
したと言う方が多く、このような機会をこ
れからも増やしてほしい等の感想をいただ
きました。また「老舗若旦那・若女将のト
―クセッション」を実施、県醤油連合会か
らは（有）松岡屋醸造場の木下祥平氏が若
旦那として参加しました。
今回のキックオフイベントを通し、発酵
業に関わる産官学が連携し、垣根を越えて
行動することで長野県の風土、伝統に根ざ
しながらともに活性化し、新たな道を切り
開いていく無限の可能性があることを認識
させていただきました。

長野県醤油工業協同組合連合会
理事長 米山弘

（※）「めた」は長野県の方言で「とても」「めちゃ
くちゃ」の意味

長野組合

日日
本本
醤醤
油油
技技
術術
セセ
ンン
タタ
ーー

理理
事事
会会

一
般
財
団
法
人
日
本
醤
油
技
術
セ
ン
タ
ー
理
事
会
が
、
11
月

16
日
に
醤
油
会
館
で
開
催
さ
れ
た
。

第
1
号
議
案
「
電
子
取
引
デ
ー
タ
の
訂
正
及
び
削
除
の
防
止

に
関
す
る
事
務
処
理
規
程
の
承
認
に
つ
い
て
」
で
は
、
電
子
帳

簿
保
存
法
に
基
づ
き
、
電
子
取
引
デ
ー
タ
を
適
正
に
保
存
す
る

た
め
の
規
程
を
設
け
る
も
の
で
あ
る
と
の
説
明
が
な
さ
れ
、
意

義
な
く
承
認
さ
れ
た
。

次
に
、
報
告
事
項
の
「
業
務
執
行
理
事
の
職
務
執
行
状
況
の

報
告
に
つ
い
て
」
で
は
、
2
0
2
3
年
4
月
か
ら
9
月
ま
で
の

上
半
期
の
中
間
事
業
報
告
が
な
さ
れ
た
。重
点
活
動
と
し
て
は
、

認
証
業
務
で
は
、
審
査
員
不
在
や
工
場
数
の
多
い
地
区
に
新
た

に
3
名
の
審
査
員
を
増
員
し
た
こ
と
、
品
評
会
で
は
、
第
50
回

の
節
目
の
開
催
で
あ
る
こ
と
か
ら
全
て
の
組
合
か
ら
出
品
し
て

も
ら
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
し
ょ
う
ゆ
応
援
隊
賞
の
表
彰
や
出
品

企
業
の
荷
印
の
風
呂
敷
を
作
成
し
た
こ
と
、
講
習
会
で
は
、
オ

ン
デ
マ
ン
ド
方
式
で
新
た
に
「
し
ょ
う
ゆ
の
安
全
・
安
心
に
関

す
る
講
習
会
」、「
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
た
め
の
一
般
衛
生
管
理
講
習

会
」
及
び
「
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
制
度
化
の
た
め
の
基
礎
研
修
会
」

を
開
催
し
た
こ
と
、
標
準
色
で
は
、
デ
モ
機
の
貸
し
出
し
や
雑

誌
へ
の
広
告
掲
載
を
始
め
た
こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。

ま
た
、
事
業
報
告
で
は
、
1
認
証
事
業
、
2
調
査
・
研
究
事

業
、
3
検
査
事
業
、
4
指
導
・
育
成
事
業
に
つ
い
て
詳
細
な
報

告
が
な
さ
れ
た
。
今
回
か
ら
事
業
報
告
書
の
別
表
が
本
文
に
組

み
込
ま
れ
、
詳
細
な
内
容
を
見
な
が
ら
説
明
さ
れ
た
こ
と
も
あ

り
、
品
評
会
へ
の
出
品
状
況
、
今
後
の
審
査
員
体
制
、
Ｊ
Ａ
Ｓ

の
格
付
率
な
ど
多
く
の
質
問
が
出
さ
れ
た
。

容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
協
会
よ
り
「
令
和
6
年
度
の
再
商
品

化
委
託
申
込
受
付
」
が
案
内
さ
れ
、
併
せ
て
「
令
和
6
年
度
再

商
品
化
委
託
単
価
及
び
算
定
係
数（
暫
定
値
）」が
公
表
さ
れ
た
。

・
申
込
期
間
‥
令
和
5
年
12
月
6
日
〜
令
和
6
年
2
月
9
日

・
対
象
事
業
者
‥
売
上
2

億
4
千
万
円
超
又
は
従
業
員

21
人
以
上
で
下
表
に
あ
る
素

材
の
容
器
包
装
を
利
用
す
る

食
品
製
造
業
者
。
（
Ｐ
Ｅ
Ｔ

と
プ
ラ
な
ど
容
器
区
分
に
注

意
）

詳
細
は
日
本
容
器
包
装

リ
サ
イ
ク
ル
協
会
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ

イ
ト
を
参
照
。

1
年
前
の
師
走
と
比
べ
て
街
中

で
マ
ス
ク
を
し
て
い
る
人
が
か
な

り
減
っ
て
き
た
が
、
今
年
は
例
年

以
上
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
学
級
閉
鎖
の
学
校

が
多
い
よ
う
だ
。
中
国
で
は
原
因
の
は
っ
き
り
し
な
い

肺
炎
が
猛
威
を
ふ
る
っ
て
お
り
、
数
年
前
の
恐
ろ
し
い

武
漢
ウ
ィ
ル
ス
の
記
憶
が
蘇
る
中
で
今
年
も
早
師
走
を

迎
え
て
い
る
。

今
年
の
し
ょ
う
ゆ
の
出
荷
は
数
量
ベ
ー
ス
で
2
〜

3
％
程
度
の
マ
イ
ナ
ス
が
続
い
て
お
り
、
恐
ら
く
年
間

で
も
そ
の
程
度
の
着
地
が
見
込
ま
れ
る
が
、
大
切
な
の

は
価
格
改
定
後
の
売
上
金
額
で
あ
り
こ
ち
ら
は
何
と
か

1
0
0
％
を
ク
リ
ア
出
来
そ
う
で
あ
る
。
一
方
し
ょ
う

ゆ
加
工
品
は
更
に
数
量
ベ
ー
ス
で
の
マ
イ
ナ
ス
が
大
き

く
、
金
額
ベ
ー
ス
で
も
1
0
0
％
に
は
届
か
な
い
可
能

性
が
高
い
。
家
計
調
査
の
主
要
調
味
料
の
支
出
金
額
は

1
0
6
％
程
度
の
プ
ラ
ス
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

し
ょ
う
ゆ
も
つ
ゆ
・
た
れ
も
今
年
は
若
干
シ
ェ
ア
を
他

の
調
味
料
に
奪
わ
れ
る
残
念
な
結
果
に
終
わ
り
そ
う

だ
。少

子
高
齢
化
が
止
ま
ら
ず
人
口
減
少
が
加
速
す
る
中

で
は
、
数
量
ベ
ー
ス
で
の
考
え
方
を
出
来
る
だ
け
金
額

ベ
ー
ス
の
考
え
方
に
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
た
め
に
も
価
格
改
定
の
実
現
は
非
常
に
重
要

で
あ
る
。
デ
フ
レ
体
質
が
す
っ
か
り
染
み
つ
い
た
日
本

で
は
利
益
を
無
視
し
た
価
格
競
争
が
長
く
行
わ
れ
て
き

た
結
果
、
欧
米
諸
国
と
異
な
り
価
格
改
定
の
実
現
が
非

常
に
困
難
だ
が
、
漸
く
デ
フ
レ
か
ら
の
脱
却
が
進
み
つ

つ
あ
る
今
こ
そ
が
、
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
の
茂
木
友
三
郎
名

誉
会
長
の
言
わ
れ
る
「
脱
・
低
価
格
原
理
主
義
」
に
移

行
す
る
千
歳
一
隅
の
チ
ャ
ン
ス
な
の
で
あ
る
。
何
と
し

て
も
業
界
一
丸
と
な
っ
て
適
正
な
水
準
の
価
格
改
定
を

実
現
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

先
月
末
に
参
加
し
た
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
の
事
務
主
任
者

会
議
で
は
、
出
荷
量
の
減
少
が
続
く
中
で
運
営
資
金
を

い
か
に
確
保
し
て
い
く
か
？
に
つ
い
て
各
県
の
担
当
者

が
率
直
な
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
た
。
当
然
そ
れ
ぞ
れ

の
組
合
の
財
政
事
情
は
一
律
で
は
な
い
が
、
将
来
に
対

す
る
危
惧
と
共
に
だ
か
ら
こ
そ
何
か
糸
口
を
見
つ
け
よ

う
と
す
る
真
剣
さ
が
全
員
に
共
通
し
て
い
て
、
非
常
に

中
味
の
濃
い
会
議
だ
っ
た
。
私
自
身
も
今
後
の
参
考
に

す
べ
き
ヒ
ン
ト
を
幾
つ
か
い
た
だ
く
こ
と
が
出
来
て
大

変
に
感
謝
し
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
に
振
り
回
さ
れ
た
令
和
の
最
初
の
5
年

間
に
幕
が
降
り
、
新
し
い
ス
テ
ー
ジ
が
始
ま
る
。
こ
の

第
二
幕
も
決
し
て
容
易
で
は
な
い
環
境
が
予
想
さ
れ
る

が
、
皆
で
前
向
き
に
知
恵
を
出
し
合
い
途
を
切
り
開
い

て
い
く
し
か
な
い
だ
ろ
う
。
今
年
も
一
年
間
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（税抜）

再商品化実施委託単価 令和6年度
（円／トン）

（参考）令和5年度
（円／トン）

ガラスびん
無色 10，400 6，000
茶色 13，500 8，200
その他 21，400 16，100

ＰＥＴボトル 6，500 14，000
紙製容器包装 25，000 23，000

プラスチック製容器包装 62，000 58，000

醤技センターだより醤醤技技セセンンタターーだだよよりり

令和5年12月 （2）第459号


